
雄 飛 
向陽高校進路便り 第 52号 

平成 28年 10月 11日(火) 

～臥龍鳳雛～ 

２１期生センター試験まで 

９５ 

 

第２回ベネッセ・駿台記述模試・１０月 
日時：１０月１５日(土) 

対象：３年生(必修)・過卒生 

試験監督・生徒集合時間７：３０ 
教科 時間 備考 

準備・説明 ７：４０～７：５０ 必須 

英語（１００分） ７：５０～９：３０ リスニング有 

理科（６０分） ９：４５～１０：４５ 選択必須 

地歴・公民（６０分） １１：００～１２：００ 選択必須 

理科・地歴・公民（６０

分） 
１２：１５～１３：１５ 選択必須 

昼食 １３：１５～１４：０５ 

国語（１００分） １４：０５～１５：４５ 現古漢 

数学Ｘ・数学Ｙ（１００

分） 
１６：００～１７：４０  

数学Ｚ（１２０分） １６：００～１８：００ 視聴覚へ移動 

※受験カード(志望校等)を１週間前より配布します。 

各自模試当日までに受験カードを完成させて下さい。 

※「数学Ｚ」受験者は別教室にて受験。各自荷物を持って移動する。 

「数学Ｚ」終了時はＨＲ教室が施錠されているため、ＨＲ教室には戻れません。 

※理科・地歴・公民計４科目(計２４０分)受験希望の生徒は、10/14までに進路指導部智識

まで申し出てください。 

注意事項：○現役生は制服着用 ○机上は筆記用具のみ ○携帯等のマナー遵守 

 完全下校１８：３０厳守 
＜この模試のポイント＞ 

●９月第１回ﾍﾞﾈｯｾ・駿台ﾏｰｸ模試、１１月第３回ﾍﾞﾈｯｾ・駿台ﾏｰｸ模試とドッキング可能！ 

●ｾﾝﾀｰ試験本番の自己採点結果とのドッキング可能！大学出願時の参考資料になる！ 

●入試本番までの「点数の伸びしろ」を明確にして、最後の追い込みに役立てることが可

能！ 

●個人成績票は 11 月中旬以降に返却予定。 

センター試験本番と 

ドッキング判定可能な記述模試！ 

がむしゃら！２１期生！ 



出題範囲と選択科目 
教科・科目 選択問題詳細 

○国語（１００分）  『現・古・漢コース』を選択  

○数学 

数学Ｘ・Ｙ（１００分） 

数学Ｚ（１２０分） 

自分の進路に合わせて選択 

●センターのみ数学が必要→『数学Ｘ』 

※選択問題は自由選択 

●２次試験に数学必要だが、Ⅲは必要ない→『数学Ｙ』 

※選択問題は自由選択 

●数学Ⅲまで必要→『数学Ｚ』 

※選択問題は自由選択 《１２０分》 

○英語（１００分） １ 選択問題【リスニング】を選択すること！ 

○地歴・公民（６０分） 

学科ごとの科目の指定はありません 

●世界史Ｂ→生徒一任 

●日本史Ｂ→①日本文化の黎明～産業経済の発展 

●地理Ｂ→選択問題なし 

●現代社会→選択問題なし ●倫理→選択問題なし 

●政治経済→選択問題なし ●倫・政→生徒一任 

○理科（６０分） 

学科ごとの科目の指定はありません 

●理科基礎→選択問題なし 

●理科発展→選択問題なし 

 

≪受験上の注意点とお願い≫  ※ 兼 試験監督者への連絡事項 

①『受験番号』『名前・ふりがな』『誕生日』ミスのないように！ ※解答用紙も同様 

●受験番号例：３年１組 11番⇒０３１１   ●生年月日例：６月４日⇒０６０４ 

●氏名：名字と名前の間を必ず１マス開ける。濁点・半濁点も１マス分とる。 

●性別：該当する番号に○   ●学校名：沖縄県立向陽高等学校 

●文理の記入は、第１志望校の文理該当番号に○をつける。 

●『受験科目』は受験する科目すべてに○をつける。  ●解答用紙の高校に○、「３年」と記入 

②志望校記入について（前期・後期・中期とまんべんなく書く。志望の高い順に記入する） 

 ●志望校／学部／学科／日程は長すぎる場合は多少の省略は可。 

  例）琉球大学法文学部総合社会システム学科（前期） ⇒  琉球大・法文・総社・前 

    ※合わせて 10ケタの志望校コードを正確に記入すること。 

③受験カードの回収は、遅くてもお昼休み終了後までに提出すること。不備のチェックもしてください。 

④受験カード及び解答用紙は、受験番号順に回収し、その場で不備がないかチェックをしてください。 

※特に解答用紙の【高校に○】、【「３」年と記入】のチェックしてください。 

⑤欠席者・早退者・体調不良者が出た場合は、係りへ報告してください。事後受験等で対応します。 

  

《１００分》 

 

Step by step. I can’t see any other way of accomplishing 
anything. (ステップ・バイ・ステップ。どんなことでも、何かを達成する場合にとる

べき方法はただひとつ、一歩ずつ着実に立ち向かうことだ。これ以外に方法はない。) 

Michael Jordan：米国の元バスケットボール選手 / 1963～ 


